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議案第８号

秋田市立秋田商業高等学校学則等の一部を改正する件

秋田市立秋田商業高等学校学則等の一部を次のように改正する。

令和４年５月26日提出

秋田市教育委員会

教育長 佐 藤 孝 哉

秋田市立秋田商業高等学校学則等の一部を改正する規則

次に掲げる規則の規定中「保護者」の次に「（未成年の生徒については

学校教育法（昭和22年法律第26号）第16条に規定する保護者を、成年に達

した生徒についてはその者の就学に要する経費を負担する者をいう。以下

同じ。）」を加える。

(1) 秋田市立秋田商業高等学校学則（平成３年秋田市教委規則第８号）

第12条第１項

(2) 秋田公立美術大学附属高等学院学則（平成３年秋田市教委規則第10

号）第10条第１項

(3) 秋田市立御所野学院高等学校学則（平成29年秋田市教委規則第４

号）第12条第１項

附 則

この規則は、公布の日から施行する。

提案理由

民法の一部改正（平成30年法律第59号）に伴い、規定を整備するため、

改正しようとするものである。

定例会資料：議案第８号
令 和 ４ 年 ５ 月 ２ ６ 日
学 事 課
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秋田市立秋田商業高等学校学則等の一部改正

第１ 改正理由

民法の一部改正（平成30年法律第59号）に伴い、規定を整備するため、

改正しようとするものである。

第２ 改正要旨

１ 本則関係

次に掲げる規則について、規定を整備するもの

(1) 秋田市立秋田商業高等学校学則

(2) 秋田公立美術大学附属高等学院学則

(3) 秋田市立御所野学院高等学校学則

２ 附則関係

施行は、公布の日からとするもの
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秋田市立秋田商業高等学校学則新旧対照表

改 正 案 現 行

第１条～第11条 （略） 第１条～第11条 （略）

（入学手続） （入学手続）

第12条 入学（編入学、再入学および転入学を含 第12条 入学（編入学、再入学および転入学を含

む。）を許可された者は、30日以内に、保護者 む。）を許可された者は、30日以内に、保護者が

（未成年の生徒については学校教育法（昭和22年 連署した誓約書および住民票を校長に提出しなけ

法律第26号）第16条に規定する保護者を、成年に ればならない。

達した生徒についてはその者の就学に要する経費

を負担する者をいう。以下同じ。）が連署した誓

約書および住民票を校長に提出しなければならな

い。

２ （略） ２ （略）

以下 （略） 以下 （略）

秋田公立美術大学附属高等学院学則新旧対照表

改 正 案 現 行

第１条～第９条 （略） 第１条～第９条 （略）

（入学手続） （入学手続）

第10条 入学を許可された者は、30日以内に、保護 第10条 入学を許可された者は、30日以内に、保護

者（未成年の生徒については学校教育法（昭和22 者が連署した誓約書および住民票を校長に提出し

年法律第26号）第16条に規定する保護者を、成年 なければならない。

に達した生徒についてはその者の就学に要する経

費を負担する者をいう。以下同じ。）が連署した

誓約書および住民票を校長に提出しなければなら

ない。

２ （略） ２ （略）

以下 （略） 以下 （略）

秋田市立御所野学院高等学校学則新旧対照表

改 正 案 現 行

第１条～第11条 （略） 第１条～第11条 （略）

（入学手続） （入学手続）

第12条 入学（編入学、再入学および転入学を含 第12条 入学（編入学、再入学および転入学を含

む。）を許可された者は、30日以内に、保護者 む。）を許可された者は、30日以内に、保護者が

（未成年の生徒については学校教育法（昭和22年 連署した誓約書および住民票を校長に提出しなけ

法律第26号）第16条に規定する保護者を、成年に ればならない。

達した生徒についてはその者の就学に要する経費

を負担する者をいう。以下同じ。）が連署した誓

約書および住民票を校長に提出しなければならな

い。

２ （略） ２ （略）

以下 （略） 以下 （略）
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議案第９号

秋田市社会教育委員の委嘱に関する件

社会教育法（昭和24年法律第207号）第15条第２項の規定に基づき、秋

田市社会教育委員を次のとおり委嘱する。

令和４年５月26日提出

秋田市教育委員会

教育長 佐 藤 孝 哉

氏 名 分 野 役 職 名 等

伊 藤 弘 幸 学校教育関係者 秋田市立下北手小学校長

任期は、令和４年５月30日から令和５年８月４日までとする。

提案理由

社会教育委員髙井滋の辞任に伴い、その後任の委員を委嘱しようとする

ものである。

定例会資料：議案第９号
令和４年５月２６日
生 涯 学 習 室
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令和４年度「二十歳(はたち)のつどい」（仮称）実施方針について

１ 事業の目的

人生の節目となる二十歳の門出を祝福する記念行事をとおして、これからの社会

を担う大人としての責任と自覚を促すとともに、ふるさと秋田への誇りや愛着を高

める機会とする。

２ 主 催

秋田市 秋田市教育委員会

３ 期 日

令和５年１月８日（日曜日）

４ 会 場

ＣＮＡアリーナ★あきた（市立体育館）

５ 対象者

平成１４年４月２日から平成１５年４月１日までに出生し、現在秋田市に居住し

ている者、過去に居住していた者および秋田市に学校や勤務先があり、秋田市外か

ら通っている者とする。

６ 運営協力委員会の設置

対象者による運営協力委員会を設置し、積極的に企画・運営等に参画する。

７ 実施内容

式典（国歌斉唱、市長祝辞、参加者代表による抱負、万歳三唱）とアトラクショ

ン（お祝いメッセージ、吹奏楽演奏等）を実施する。

※ アトラクションについては、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえながら、

運営協力委員会で企画する。

８ 対象者への周知

事業の円滑な運営を図るため、広報あきたや案内はがき等により事業内容等を周

知する。

９ 警備体制

会場周辺の警備および敷地内の点検に加え、会場内での対応について、秋田中央

警察署との協議を踏まえ、体制を整える。

10 その他

新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、実施内容の変更および中止等

について、主催者である秋田市と秋田市教育委員会が協議し決定する。

定例会資料：協議事項(4)
令和４年５月２６日
生 涯 学 習 室
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※ 今後のスケジュール

令和４年

５月２６日（木） ○ 実施方針の協議【教育委員会定例会】

○ 実施方針の決定【市長決裁】

６月上旬～下旬 ○ 運営協力委員の募集・決定

８月下旬 ○ 運営協力委員会開催

（月に１回の間隔で開催）

１１月下旬 ○ 開催要項の協議【教育委員会定例会】

○ 開催要項の決定【市長決裁】

○ 開催案内

（広報あきた等掲載）

（案内はがき郵送）

（来賓等へ案内）

１２月上旬 ○ 秋田中央警察署との合同会議実施

１２月下旬 ○ 警備の協議【教育委員会定例会】

令和５年

１月８日（日） ○ 令和４年度「二十歳(はたち)のつどい」（仮

称）開催
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令和４年度の教育委員会事務の点検・評価について

１ 趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第

２６条第１項の規定に基づき、教育委員会の所管する事務の管理および執行の

状況について点検・評価を行い、その結果を報告書にまとめ議会に提出すると

ともに、公表するもの。

２ 実施方針

点検・評価の対象とする施策・事業については、教育ビジョンの体系に基づ

き選定された、前年度の主要な事務事業とする。

(1) 対象事業の選定

昨年度の教育委員会４月定例会において議決された「令和３年度秋田市の

教育について」中の「令和３年度の主要な施策・事業」を選定する。

(2) 評価シートの構成（別紙様式参照）

①「実績および成果（自己評価 」）

②「今後の課題と対応（令和４年度以降の取組 」）

③「方向性」

④「学識経験者の意見等」

３ 点検・評価アドバイザー（学識経験者 （案））

・佐藤修司 秋田大学大学院教育学研究科 教授【継続】

・椙本歩美 国際教養大学国際教養学部

グローバル・スタディズ領域 准教授【新規】

４ 主な作業スケジュール

５月２６日 教育委員会５月定例会：実施方針の報告

７月上旬 教育委員へ事務局案の提示、意見募集依頼

７月下旬 教育委員会７月定例会：事務局案についての意見聴取

８月上旬 学識経験者から意見聴取（～８月中旬）

９月下旬 教育委員会９月定例会：点検・評価報告書議決

市議会に報告（机上配布）

定例会資料：報告(1)
令和４年５月２６日
総 務 課
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る
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定例会資料：報告(3)

令和４年５月２６日

中央図書館明徳館

明徳館駐輪場整備工事について

１ 事業目的

芸術劇場ミルハスオープン等により、今後予想される歩行者数の増加に対応するた

め、安全性を確保しながら、千秋公園に続く一帯の景観により一層配慮することを目

的に図書館駐輪場整備を実施するものである。

２ 主な内容

・既存駐輪場５棟のうち３棟を解体撤去し、２棟を屋根付き駐輪場として整備する。

・文化創造館前と同じ植栽（ドウダンツツジ）を残置し、千秋公園までの直線的なつ

ながりを確保する（安全面から図書館出入口周辺部分は伐採伐根 。）

※主な工事内容 ・駐輪場３棟解体（Ａ)
※・ 〃 ２棟改修（残置 （Ｂ)）

※・植栽残置（出入口周辺部分を伐採伐根 （Ｃ)）

・アスファルト舗装ほか

※Ａ～Ｃについては、別添図面参照。

工期 ６月～９月

（ミルハスグランドオープン前）

３ スケジュール

６月 ８日（水）入札

６月１４日（火）工事契約

９月上旬 工事終了予定
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C

C

C

C
既存駐輪場２棟改修

(全部撤去)

植
栽

植
栽

（一部撤去）

（一部撤去）

千秋公園

中央図書館明徳館

あきた芸術劇場
ミルハス

駐輪場３棟解体
（屋根あり）

A A A B B

明徳館小路

植
栽

秋田市文化創造館

（正面入口）

植
栽

（駐車場入口）
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